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主な内容　p2-3老人保健制度　p4職員給与　p5-9光回線提供開
始、税の縦覧・閲覧、保険証の更新、いなしき青年の家閉館、霞ヶ浦
清掃大作戦、ファミコン、p10稲バラ　p16うまいもん　など

表紙　2月2日、江戸崎第一保育
所で行われた節分の豆まき大会の
一コマです。（関連記事p14-15）
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稲敷市の老人保健制度の状況
増え続ける老人保健の医療費

成
17
年
度
で
48
億
５
０
０
０
万

円
で
、
老
人
１
人
あ
た
り

70
万
７
３
０
０
円
と
な
り
ま

す
。こ
れ
は
、
茨
城
県
の
平
均

71
万
6
3
9
3
円
を
下
回
り
ま

す
が
、
16
年
度
と
17
年
度
を
比

較
す
る
と
、
受
給
者
数
が
３
・

89
％
減
少
し
て
い
る
の
に
対
し

１
人
当
た
り
の
費
用
額
は
４
・

89
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。こ

れ
は
、
入
院
の
費
用
な
ど
一
件

あ
た
り
の
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
理
由
と
し

て
考
え
ら
れ
ま
す
。

老
人
医
療
費
は
国
民
全

体
で
負
担

受
給
者
の
皆
さ
ん
は
、
一
部
負

担
金
を
窓
口
で
払
う
だ
け
な
の

で
、
あ
ま
り
感
じ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
老
人
医
療
費
は

そ
の
制
度
の
性
格
上
、
国
民
全

体
で
公
平
に
負
担
し
て
い
る
事

に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
14
年
10
月
の
制

度
改
正
に
よ
り
老
人
医
療
該
当

者
が
70
歳
か
ら
75
歳
に
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
19
年
10

月
よ
り
新
た
に
75
歳
か
ら
の
老

人
受
給
者
が
増
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。こ
の
ま
ま
増
加
が
続

老
人
保
健
制
度
の

対
象
者
と
費
用

現
在
の
老
人
保
健
制
度
で
は
、

75
歳
の
誕
生
日
の
次
の
月
（
１

日
生
ま
れ
の
方
は
そ
の
月
）
か
ら

老
人
保
健
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
平
成
14
年
９
月
30
日
ま

で
に
、
70
歳
に
な
っ
た
方
も
、

老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

　
病
院
な
ど
の
医
療
機
関
に
か

か
る
と
窓
口
で
、
か
か
っ
た
医

療
費
の
一
部
負
担
金
１
割
（
現

役
並
み
所
得
者
の
方
は
３
割
）
を

支
払
っ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の

９
割
の
費
用
に
つ
い
て
は
国
・

都
道
府
県
・
市
町
村
の
公
費
負

担（
税
金
）と
各
保
険
者
か
ら
の

拠
出
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
う
ち
各
保
険
者
の
拠
出

金
は
、
国
保
や
健
康
保
険
組
合

の
被
保
険
者
の
保
険
料
収
入
な

ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

稲
敷
市
の
老
人
医
療
費

そ
の
現
状

稲
敷
市
の
老
人
保
健
で
受
給
さ

れ
て
い
る
方
の
、
市
で
負
担
し

て
い
る
医
療
費
の
金
額
は
、
平

老人保健は、高齢者が医療機関にかかるときの費用の負
担を軽くして、安心して医療を受けられるようにするた
めの制度です。
　この老人医療費は年々増加していることから、平成
14年には受給対象者を75歳以上に引き上げる改正が
行われました。これにより、老人保健の受給者数が減り、
一時的に医療費の伸びが抑えられました。しかし、生活
習慣病や慢性的な病気にかかる人が増え、ふたたび医療
費が増加しています。
　日頃の健康管理や、有効な医療費の使い方など、老人
保健制度について考えてみましょう。
稲敷市保険課老人保健係（桜川庁舎）

tel.029-892-2000（内線4600）

く
と
保
険
税
や
本
人
負
担
金
の

値
上
げ
に
つ
な
が
り
、
受
給
者

自
身
だ
け
で
な
く
若
い
世
代
へ

の
重
い
負
担
と
な
っ
て
跳
ね
返

っ
て
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
少
し
で
も
医
療
費
を

下
げ
る
た
め
、
ま
た
ご
自
身
の

健
康
管
理
の
た
め
に
も
、
予
防

に
心
が
け
病
気
に
な
ら
な
い
よ

う
な
努
力
が
必
要
で
す
。入
院

の
内
訳
を
み
る
と
、
生
活
習
慣

病
が
関
わ
る
、
循
環
器
疾
患
、

新
生
物（
そ
の
内
の
悪
性
新
生
物
）

が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い

ま
す
。日
頃
か
ら
の
健
康
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

老人1人当たり平均医療費 老人受給者数

平成16年 674,328円 7,125人

平成17年 707,300円 6,848人

比較 伸び率4.89％ 277人減

▢稲敷市の老人保健医療費と受給者数

□
医
師
の
指
示
を
守
る

勝
手
な
自
己
判
断
は
症
状
の
悪

化
を
招
き
ま
す
。お
医
者
さ
ん

に
言
わ
れ
た
こ
と
は
必
ず
守
り

ま
し
ょ
う
。

□
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

「
か
か
り
つ
け
医
」
を
も
っ
て
、

日
頃
か
ら
病
気
や
健
康
の
相
談

に
の
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

□
重
複
受
診
は
避
け
ま
し
ょ
う

病
気
が
長
引
く
と
「
医
者
が
悪

い
の
で
は
？
」「
小
さ
い
所
で

は
不
安
」
と
、
あ
ち
こ
ち
病
院

を
は
し
ご
す
る
人
が
い
ま
す
。

し
か
し
、
病
院
を
変
え
る
毎
に

初
診
料
が
か
か
り
、
同
じ
よ
う

な
検
査
や
薬
が
重
複
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
家
計
の
無
駄
づ
か
い

だ
け
で
な
く
、
薬
の
副
作
用
や
、

飲
み
合
わ
せ
に
よ
る
健
康
障
害

の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機

関
に
か
か
っ
た
り
、
必
要
以
上

に
通
院
し
て
薬
を
も
ら
っ
た
り

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

□
受
診
は
診
療
時
間
内
に

急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
、
時

間
外
や
休
日
の
診
療
は
避
け
ま

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る

と
き
の
注
意
点

少
し
で
も
医
療
費
を
大
切
に
す

る
た
め
に
、
ま
ず
は
皆
さ
ん
で

出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ

う
。お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と

き
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

□
早
期
発
見
早
期
治
療

体
の
具
合
が
悪
い
と
思
っ
た
と

き
は
、
早
め
に
お
医
者
さ
ん
に

か
か
っ
て
早
く
治
し
ま
し
ょ
う
。

□
医
師
へ
の
正
確
な
情
報
を

お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
、

他
に
も
病
院
な
ど
に
か
か
っ
て

い
た
り
、
薬
を
飲
ん
で
い
た
り

す
る
場
合
は
、
正
確
な
診
断
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

お
医
者
さ
ん
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

し
ょ
う
。

□
定
期
的
に
健
康
診
断
を

生
活
改
善
に
よ
る
健
康
づ
く
り

を
一
次
予
防
、
病
気
の
早
期
発

見
・
治
療
を
二
次
予
防
と
い
い

ま
す
。二
次
予
防
と
し
て
一
年

に
一
度
は
健
康
診
断
を
受
け
、

健
診
結
果
を
そ
の
後
の
生
活
改

善
に
生
か
し
ま
し
ょ
う
。

□
治
療
よ
り
も
予
防
を
心
が
け

て日
常
の
生
活
を
改
善
す
る
こ
と

で
、
元
気
な
毎
日
を
送
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
を
心

が
け
、
病
気
の
治
療
よ
り
も
予

防
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
で
行
う
健
康
相
談
や
教
室

を
上
手
に
利
用
し
、
自
身
の
健

康
管
理
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

疾患名 入院 入院外
循環器疾患 46,794（33.8%） 28,752（30.7%）
消化器疾患 18,495（13.3%） 5,628（6.0%）
精神疾患 15,046（10.9%） 1,376（1.5%）

新生物 15,041（10.8%） 4,946（5.3%）
骨折その他外傷性疾患 7,920（5.7%） 1,266（1.4%）
内分泌疾患 6,431（4.6%） 8,857（9.5%）
筋骨格系疾患 5,881（4.2%） 8,431（9.0%）
呼吸器疾患 5,483（4.0%） 3,410（3.6%）
眼疾患 5,042（3.6%） 7,088（7.6%）
神経系疾患 4,666（3.4%） 1,441（1.5%）
尿路・性器系疾患 4,126（3.0%） 11,382（12.2%）
歯科・口腔疾患 567（0.4%） 8,071（8.6%）
その他 3,141（2.3%） 2,935（3.1%）

▢稲敷市の平成17年度老人医療費内訳▢疾病別費用額　※平成17年5月診療分参照　（単位：千円）

入院
24億1千万円

入院外
15億3千万円

調剤
5億2千万円

歯科
1億3千万円

その他2億6千万円
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市
内
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回

線
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
始
ま
り

ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
行
わ
れ
た
、
稲

敷
Ｉ
Ｔ
推
進
会
と
稲
敷
市
光
通

信
網
誘
致
実
行
委
員
会
に
よ
る

光
回
線
の
誘
致
活
動
の
成
功
に

よ
り
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
「
ひ
か
り

ｏ
ｎ
ｅ
」
が
市
内
全
域
に
提
供

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ

現
在
、「
ひ
か
り
ｏ
ｎ
ｅ
」の
工

事
を
進
め
て
お
り
、
今
年
８
月

に
は
、
一
部
の
地
域
で
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。エ
リ
ア
は
順
次

サービス名 （株）KDDI
ひかりoneホーム100

（株）KDDI
ひかりone ホーム

NTT東日本（株）
Bフレッツ

提供予定日 現在提供中 8月から順次 2月15日 3月1日 3月15日

大字名 犬塚、上君山、下君
山、松山、羽賀、沼田、
小羽賀、時崎、蒲ケ
山、月出里

稲敷市全域
（ひかりoneホーム100
提供エリアを除く）

釜井、幸田、
光葉

中山、角崎、
伊佐津、柴
崎、下太田

江戸崎

５
月
１
日（
火
）※
平
日
の
み
／

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後

１
時
～
５
時
15
分
▽
場
所
：
桜

川
庁
舎
税
務
課
窓
口
▽
縦
覧
で

き
る
方
：
稲
敷
市
の
固
定
資
産

税（
土
地
・
家
屋
）の
納
税
者
。ま

た
は
、
納
税
者
か
ら
委
任
さ
れ

た
方
。
／
土
地
の
み
の
納
税
者

は
土
地
、
家
屋
の
み
の
納
税
者

は
家
屋
、
両
方
の
納
税
者
は
両

方
の
帳
簿
の
縦
覧
が
可
能
。▽

閲
覧
で
き
る
方
：
縦
覧
で
き
る

方
と
同
じ
。た
だ
し
、
自
己
の

資
産
の
み
。ま
た
、借
地
人
、借

家
人
、
賦
課
期
日
後
の
所
有
者

（
所
有
権
移
転
）も
閲
覧
が
可
能
。

▽
必
要
書
類
：
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
書
類
（
納
税

通
知
書
や
運
転
免
許
証
な
ど
）。本

人
以
外
の
場
合
は
、
納
税
者
か

ら
の
委
任
状
や
賃
貸
借
契
約
書

が
必
要
で
す
。

●
稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
５
０
６
／
４
５
０
７
）

９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
２
６
０

６
）

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧 

　
４
月
２
日（
月
）
～
５
月
１
日（
火
）

市
税
務
課
で
、
固
定
資
産
の
縦

覧
・
閲
覧
が
行
え
ま
す
。

縦
覧
制
度

納
税
者
が
市
内
の
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
て
、

自
己
の
資
産
の
評
価
額
が
適
正

で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
で
き

る
制
度
。

閲
覧
制
度

納
税
義
務
者
の
方
な
ど
の
求
め

に
応
じ
て
、
関
係
す
る
固
定
資

産
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
課
税

台
帳
の
閲
覧
が
で
き
る
制
度
。

期
間
・
対
象

▽
日
時
：
４
月
２
日
（
月
）
～

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
回
線

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
！

拡
大
さ
れ
、
最
終
的
に
は
稲
敷

市
全
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
：
☎
０
０
７
７
︲
７

７
７
（
無
料
）
／
HPhttp://

w
w
w
.hikari-one.com

/

Ｎ
Ｔ
Ｔ

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
に
よ
る
光
回

線
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
２
月
15
日

か
ら
釜
井
、幸
田
、光
葉
で
、３

月
１
日
か
ら
中
山
、
角
崎
、
伊

佐
津
、柴
崎
、下
太
田
で
、３
月

15
日
か
ら
江
戸
崎
で
光
回
線
が

提
供
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
問
合
せ
：
☎
０
１
２
０
︲
１

１
６
︲
１
１
６
（
無
料
）
／
HP	

http://flets.com
/

☆

市
で
は
、
便
利
で
快
適
な
光
サ

ー
ビ
ス
を
、
市
民
の
方
が
少
し

で
も
早
く
利
用
で
き
る
よ
う
に

進
め
て
行
き
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
情
報
政
策
係

（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８

1. 人件費の状況（普通会計決算）
区分 住民基本

台帳人口
歳出額
A

実質収支 人件費
B

人件費率
（B/A）

17年 H18.3.31
49,289人

千円
18,205,021

千円
645,007

千円
3,936,705

%
21.6

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。

2. 職員給与費の状況（普通会計予算）
区分 職員数

A
給与費
給料 職員手当 期末勤勉手当 計B

18年 449人
千円

1,733,130
千円

530,436
千円

693,900
千円

2,957,466
※1職員手当には退職手当を含みません。
※2給与費は、当初予算に計上された額です。

5. 一般行政職の給別職員数の状況
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 計
職務 主事・主事補 主幹 係長・主査 補佐・係長 課長 課長 部長・次長
職員数 29人 33人 113人 86人 19人 22人 10人 312人
構成比 9.3% 10.6% 36.2% 27.5% 6.1% 7.1% 3.2% 100%
※平成18年4月1日現在

6. 職員手当の状況
期末手当 支給時期 期末手当 勤勉手当

6月期 1.4月分 0.725月分
12月期 1.6月分 0.725月分

計 3.0月分 1.45月分
退職手当 勤続年数 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.5月分 31.43125月分
勤続25年 33.5月分 42.5325月分
勤続35年 47.5月分 60.99月分
最高限度額 60.99月分 60.99月分

※平成18年度支給割合

7. 特別職の報酬等の状況
区分 給料月額 期末手当

給料 市長 780,000円（H18年度支給割合）
	 6月期	 1.6月分
	12月期	 1.75月分
	 計	 3.35月分

助役 680,000円
収入役 640,000円
教育長 640,000円

報酬 議長 344,000円
副議長 312,000円
議員 302,000円

8. 部門別職員数の状況
区分 職員数 対前年比

増減数部門 平成17年 平成18年
一般行政 議会 7 6 ▲1

総務 127 114 ▲13
税務 34 31 ▲3
民生 58 65 7
衛生 30 28 ▲2
農水 24 24 0
商工 4 5 1
土木 31 31 0
小計 315 304 ▲11

特別行政 教育行政 143 139 ▲4
小計 143 139 ▲4

特別会計 水道 19 20 1
下水道 13 15 2
その他 20 23 3
小計 52 58 6

合計 510 501 ▲9
※職員数は各年4月1日現在（教育長含む）

3. 一般行政職員の初任給の状況
区分 稲敷市 国
大学卒 170,200円 170,200円
高校卒 138,400円 138,400円
※平成18年4月1日現在

4. 一般行政職員の平均給料月額
区分 平均給料月額 平均年齢
稲敷市 330,100円 43.2歳
※平成18年4月1日現在

職員の給与等と定員管理の状況
職員数は昨年度より9人の減となりました

市職員の給与・定員管理について、市
民の皆さんの理解を深めていただくた
め、あらましをお知らせします。
稲敷市総務課人事給与係（江戸崎庁舎）
☎029-892-2000（内線2206）
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高
額
療
養
費
の
現
物
給
付
化

　
70
歳
未
満
の
方
も
平
成
19
年
４
月
か
ら

利
用
方
法

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
（
桜
川
庁

舎
は
保
険
課
）で
限
度
額
適
用
認

定
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
窓
口
で
、
医
療
費
の

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
４
月
か
ら
事
前
に
高

額
療
養
費
の
負
担
区
分
の
限
度

額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
一
医
療
機
関
で
の

入
院
に
関
し
て
、
窓
口
で
の
医

療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
70
歳
未
満
の

方
が
医
療
機
関
で
受
診
し
、
１

か
月
の
自
己
負
担
額
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、

一
度
、
自
己
負
担
額
を
支
払
っ

た
上
で
、
市
に
高
額
療
養
費
の

支
給
申
請
を
行
い
、
市
か
ら
高

額
療
養
費
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
は
、
窓
口
で
支
払
う
金

額
が
急
増
し
な
い
よ
う
、
高
額

療
養
費
の
現
物
給
付
化
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。今
回
の
改
正
で
、

70
歳
未
満
の
方
の
高
額
療
養
費

も
、
現
物
給
付
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 軽

自
動
車
の
廃
車
手
続
き

　
３
月
31
日
ま
で
に
ど
う
ぞ

２
０
０
０
（
内
線
４
５
０
５
／
４

５
１
０
）

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現

在
、
市
内
に
軽
自
動
車
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
て
課

保
険
証
の
更
新

　
３
月
中
に
配
達
記
録
郵
便
で
送
付

険
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限

は
、
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

で
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
3
月
31

日
ま
で
に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送

保
険
証
の
更
新

稲
敷
市
の
国
民
健
康
保
険
証
は
、

毎
年
４
月
１
日
に
更
新
し
ま
す
。

今
使
っ
て
い
る
「
国
民
健
康
保

　
な
お
、
配
達
時
に
不
在
の
と

き
は
、
局
員
が
不
在
配
達
票
を

置
い
て
行
き
ま
す
の
で
、
局
に

連
絡
し
希
望
の
再
配
達
日
時
を

指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

学
生
用
保
険
証

修
学
の
た
め
に
、
他
の
市
区
町

村
に
住
ん
で
い
て
学
生
用
保
険

証
が
必
要
な
方
は
、
修
学
在
学

証
明
書
と
印
鑑
を
持
参
の
う
え

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０（
代
表
）

種類 窓口

・原動機付自転車（125	
cc 以下のバイク）

・小型特殊自動車（農耕
用・特殊車など）

稲敷市税務課、各総合窓口課（桜川庁舎を除く）
tel.029-892-2000（代表）

・軽自動車四輪（乗用・貨
物）、三輪

軽自動車検査協会茨城事務所土浦支所（土浦市卸町2-2-8）
tel.029-843-3535

・軽自動車二輪
・二輪の小型自動車

茨城運輸支局土浦自動車検査登録事務所（土浦市卸町2-1-3）
tel.050-5540-2018

く
な
っ
た
場
合
は
、

必
ず
３
月
31
日
ま

で
に
下
記
の
場
所

で
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。申
請

を
せ
ず
そ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
毎

年
税
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
税
務
課

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲

申請窓口

高額療養費の自己負担限度額（70歳未満の方）

区分 自己負担限度額（1か月当たり）

上位所得者※1（月収53万円以上） 150,000円+（医療費-500,000円）×1%
多数該当※283,400円

一般 80,100円+（医療費-267,000円）×1%
多数該当※244,400円

低所得者（住民税非課税） 35,400円
多数該当※224,600円

支
払
い
の
際
に
、
交
付
さ
れ
た

認
定
証
を
提
示
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
健
康
保

険
係
（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４

６
１
２
）

※1：上位所得者とは、国民健康保険の算定の基礎となる基礎控除後の総所
得金額が600万円を超える世帯または、所得申告がされていない世帯です。
※2：多数該当とは、過去12か月間に、一つの世帯で高額療養費の支給が4
回以上あった場合、4回目以降の限度額です。

「
い
な
し
き
青
年
の
家
」閉
館

　
今
年
３
月
で
31
年
の
歴
史
に
幕

　
い
な
し
き
青
年
の
家
は
、
生

活
体
験
を
通
じ
て
、
規
律
、
友

情
、
奉
仕
の
心
を
養
い
、
心
身

と
も
に
健
全
な
青
少
年
の
育
成

を
目
的
に
開
設
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
約
27
万
人
の
方
が
利
用
し
、

初
期
の
役
割
を
果
た
し
て
来
ま

し
た
。

　
皆
さ
ま
の
長
年
に
わ
た
る
ご

利
用
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
で
は
、社
会
教
育
施
設「
い

な
し
き
青
年
の
家
」
を
今
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
閉
館
し
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
、
圏
域
内
利
用
者

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
や
、

施
設
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
関
係
市
町
村

で
検
討
し
た
結
果
、
閉
館
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

税
さ
れ
ま
す
。４
月
２

日
以
降
に
譲
渡
や
廃
車

な
ど
を
し
て
も
、
月
割

で
な
く
、
そ
の
年
度
の

税
額
を
全
額
納
め
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
人
に
譲
っ
た
場
合
や

廃
車
な
ど
に
よ
り
、
軽

自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
な
ど
を
所
有
し
な

市
役
所
で
の
県
税
収
納
の
廃
止

　
４
月
１
日
か
ら

送
付
の
納
税
通
知
書
か
ら
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
茨
城
県
総
務
部
税
務
課
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
２
４
２
９

●
茨
城
県
稲
敷
県
税
事
務
所
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
６
７
４
６

県
で
は
、
市
町
村
窓
口
で
の
県

税
収
納
を
４
月
１
日
か
ら
廃
止

し
ま
す
。ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
銀
行
や
郵
便
局
、
県

税
事
務
所
で
納
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
税
は
、
５
月

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

捨
て
る
場
合
は
、
内
容
が

読
み
取
れ
な
い
よ
う
、
切

断
し
て
く
だ
さ
い
。

配
達
記
録
郵
便
で

保
険
証
を
、
安
全
、
確
実

に
お
届
け
す
る
た
め
、
郵

便
局
員
が
直
接
手
渡
し
す

る
配
達
記
録
郵
便
で
送
付

し
ま
す
。受
け
取
り
に
は

受
領
印
や
サ
イ
ン
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

ま
す
。

▽
閉
館
日
：
平
成

19
年
３
月
31
日

（
土
）▽
い
な
し
き

青
年
の
家
で
は
代

替
施
設
を
ご
案
内

し
ま
す
。

●
稲
敷
地
方
広
域

市
町
村
圏
事
務
組

合
☎
０
２
９
７
︲

６
４
︲
３
７
４
１

●
い
な
し
き
青
年

の
家
☎
０
２
９
︲

８
９
４
︲
２
８
５

５

一般被保険者証

退職被保険者証

し
ま
す
。

　
な
お
、
古

い
保
険
証
は

４
月
に
な
っ

た
ら
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
に
は

個
人
情
報
が
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７
時
〜
９
時
ま
で（
天
候
不
良
の

場
合
は
翌
24
日（
土
））▽
場
所
：

歴
史
民
俗
資
料
館
敷
地
内

申
込

▽
対
象
：
市
内
在
住
の
方
。お

子
さ
ん
は
保
護
者
と
ご
参
加
く

だ
さ
い
。▽
申
込
：
３
月
20
日

（
火
）ま
で
に
歴
史
民
俗
資
料
館

へ
申
し
込
む
。▽
定
員
：
30
名

程
度
▽
そ
の
他
：
寒
く
な
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

星
空
を
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
観
望
会
３
月
23
日（
金
）開
催
！

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、「
星

空
観
望
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

澄
み
き
っ
た
冬
の
夜
空
は
、

空
気
の
透
明
度
も
高
く
明
る
い

星
も
多
い
の
で
、
星
空
観
察
に

は
ち
ょ
う
ど
い
い
季
節
で
す
。

　
こ
の
観
望
会
で
は
、
桜
川
天

文
愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
が
講
師

と
な
っ
て
土
星
の
観
測
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
星
空
を
ゆ
っ

く
り
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

▽
日
時
：
３
月
23
日（
金
）午
後

フ
ァ
ミ
コ
ン
〜
ま
だ
ま
だ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
！
〜

　
３
月
１
日（
木
）か
ら
入
場
券
配
布

や
作
品
の
面
白
さ
な
ど
、
盛
り

沢
山
な
内
容
で
楽
し
め
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
27
日（
火
）午
後

６
時
30
分
〜
８
時（
開
場
＝
午
後

６
時
）
▽
場
所
：
江
戸
崎
公
民

館
（
稲
敷
市
江
戸
崎
甲
２
１
４
８

番
地
２
／
☎
０
２
９
８
︲
９
２
︲

４
１
１
０
）

入
場
整
理
券

▽
３
月
１
日（
木
）か
ら
各
公
民

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ま
だ
ま

だ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
！
〜
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

｢

題
名
の
な
い
音
楽
会
21
」

や
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」

な
ど
、
テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み

の
青
島
広
志
さ
ん
が
登
場
し
ま

す
。青
島
さ
ん
の
お
話
、
指
揮
、

ピ
ア
ノ
演
奏
で
、
音
楽
の
魅
力

３
月
４
日
は
霞
ヶ
浦
清
掃
大
作
戦
！

　
み
ん
な
で
街
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

日
程

▽
実
施
日
：
３
月
４
日（
日
）午

前
８
時
開
始（
少
雨
決
行
）
／
搬

入
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
10

時
※
時
間
厳
守
、
ご
家
庭
の
ご

み
は
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ

い
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川

庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
４
︲

２
３
２
７

地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
、
河

川
堤
防
・
道
路
に
捨
て
ら
れ
た

空
き
缶
、
空
き
び
ん
を
収
集
す

る
市
内
一
斉
の
清
掃
作
業
を
行

い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
細
は
広
報
お
知
ら
せ
版
２

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

年
金
コ
ー
ナ
ー

　
年
金
の
相
談
と
請
求
に
つ
い
て

住
所
、
②
氏
名
、
③
生
年
月
日

④
年
金
証
書
の
基
礎
年
金
番
号

と
年
金
コ
ー
ド
を
必
ず
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
相
談

本
人
が
相
談
す
る
場
合
は
、
①

年
金
証
書
の
基
礎
年
金
番
号
と

年
金
コ
ー
ド
、
②
住
所
、
③
氏

名
、
④
生
年
月
日
、
⑤
支
払
い

機
関
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

　
本
人
に
代
わ
っ
て
家
族
の
方

が
相
談
す
る
場
合
は
、
①
〜
⑤

の
ほ
か
、
⑥
家
族
の
基
礎
年
金

番
号
、⑦
氏
名
、⑧
生
年
月
日
、

⑨
本
人
と
の
続
柄
、
⑩
本
人
が

直
接
相
談
で
き
な
い
理
由
な
ど

を
確
認
い
た
し
ま
す
。

　
内
容
に
よ
っ
て
は
、
金
額
な

ど
具
体
的
な
回
答
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
金
相
談

社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
月
曜

日
と
休
日
に
年
金
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
で
の

上
手
な
年
金
相
談
は
？

①
相
談
の
内
容
や
手
続
き
を
明

確
に

②
年
金
手
帳
と
基
礎
年
金
番
号

の
わ
か
る
も
の（
年
金
証
書
に
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
）を
持
参
。

窓
口
で
の
相
談

本
人
が
相
談
す
る
と
き
は
、「
年

金
証
書
」
や
「
年
金
振
込
通
知

書
」
と
い
っ
た
本
人
の
確
認
が

で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
本
人
に
代
わ
っ
て
家
族
の
方

が
相
談
す
る
と
き
は
、
本
人
の

①
年
金
証
書
、
②
年
金
振
込
通

知
書
、
③
委
任
状
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。さ
ら
に
、
窓
口
で

④
本
人
の
住
所
、
⑤
氏
名
、
⑥

生
年
月
日
、
⑦
本
人
が
来
ら
れ

な
い
理
由
を
確
認
い
た
し
ま
す
。

文
書
に
よ
る
相
談

本
人
が
差
出
人
の
場
合
は
、
①

月
曜
年
金
相
談

▽
日
程
：
３
月
５
日
、
12
日
、

19
日
、
26
日
▽
受
付
：
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
７
時

休
日
年
金
相
談

▽
日
程
：
３
月
10
日（
土
）、
21

日（
祝
日
）▽
受
付
：
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
予
約

年
金
相
談
☎
０
２
９
︲
８
２
４

︲
７
１
６
９

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

●
年
金
請
求
＝
☎
０
５
７
０
︲

０
５
︲
１
１
６
５

●
年
金
受
給
者
＝
☎
０
５
７
０

︲
０
７
︲
１
１
６
５

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所
☎
０

２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
国
民
年
金
係

（
桜
川
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９

２
︲
２
０
０
０
（
内
線
４
６
０

９
）

館
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
無

料
配
布
。無
く
な
り
次
第
終
了
。

受
付
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
。月
曜
・
祝
日
休
館

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

７
︲
８
７
︲
３
４
３
９（
直
通
）
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く
り
、
到
達
用
の
縦
穴
ま
で
ト

ン
ネ
ル
を
掘
る
よ
う
な
推
進
工

事
を
し
ま
す
。そ
の
後
、
各
家

庭
の
汚
水
を
取
り
込
む
の
に
、

浅
い
位
置
に
汚
水
管
を
埋
設
す

る
工
事
を
行
う
た
め
、
同
じ
道

路
を
２
度
工
事
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。同
じ
工
区
は
同
年
度

に
施
工
し
ま
す
が
、
予
算
の
都

合
で
年
度
が
ま
た
が
っ
た
り
、

工
期
や
技
術
的
な
こ
と
か
ら
開

削
と
推
進
を
分
け
た
り
、
交
差

点
で
管
路
が
交
差
す
る
等
、
何

度
も
施
工
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。工
事
に
際
し
出
来
る
限
り

ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
片

側
交
互
通
行
や
夜
間
工
事
で
行

う
な
ど
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

下
水
道
工
事
で
同
じ
場
所
を
２

回
、
３
回
と
掘
り
起
こ
し
て
い

ま
す
。作
業
効
率
の
改
善
を
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

下
水
道
管
は
ゆ
る
い
勾
配
で
計

画
し
ま
す
が
、
処
理
場
ま
で
距

離
が
あ
る
よ
う
な
場
所
は
、
道

路
上
か
ら
約
4.5
ｍ
以
上
の
深
い

位
置
に
設
置
す
る
路
線
が
で
き

て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
は
道

路
を
掘
削
し
て
の
設
置
が
困
難

な
た
め
、
発
進
用
の
縦
穴
を
つ

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

稲敷バラエティー

森永和枝さん（本宿）と、愛犬のコス
ケ（ウェルッシュ・コーギー・ペンブロ
ーク／オス／ 2歳）。「お客さんが来る
と大喜び。子ども大好きな犬です。」
●掲載希望の方は生活環境課まで

フ
ン
は
き
ち
ん
と

　
持
ち
帰
ろ
う
！

選手とファンとの
キャッチボール⑧

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

河
かわ

村
むら

雅
まさ

志
し

内野手　背番号／ 50
生年月日／ 1980年8月1日
経歴／学法石川高校ー東京農業大学
趣味／料理、音楽鑑賞、映画鑑
賞、寺めぐり

ー
野
球
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？

自
分
で
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い

ん
で
す
け
ど
、
物
心
つ
く
前
か

ら
テ
レ
ビ
の
前
で
野
球
の
真
似

を
し
て
い
た
み
た
い
で
す
。野

球
好
き
の
父
親
と
祖
父
の
影
響

で
す
か
ね
。本
格
的
に
チ
ー
ム

に
入
っ
て
野
球
を
始
め
た
の
は

小
学
校
3
年
生
か
ら
で
し
た
。

ー
正
社
員
と
し
て
働
き
な
が
ら

仕
事
と
野
球
を
両
立
す
る
ポ
イ

ン
ト
は
？

仕
事
で
日
中
の
練
習
に
参
加
で

き
な
い
こ
と
が
多
い
ん
で
す
け

ど
…
。自
主
練
習
を
欠
か
さ
ず

に
す
る
と
か
、
気
合
が
あ
れ
ば

何
で
も
出
来
ま
す
。野
球
が
好

き
だ
か
ら
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
自
然
と
出
て
く
る
も
の
な
ん

で
す
。Ｇ
Ｇ
は
本
当
に
恵
ま
れ

て
い
る
チ
ー
ム
な
の
で
、
こ
の

環
境
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

ー
そ
の
パ
ワ
ー
の
秘
訣
は
？

あ
ま
り
取
ら
な
い
こ
と
。

　
今
は
時
間
が
無
い
の
で
週
に

1
回
し
か
筋
ト
レ
で
き
な
い
ん

で
す
が
、
多
い
と
き
は
週
に
4

回
ウ
エ
イ
ト
し
て
ま
す
。

ー
今
年
の
目
標
は

ク
ラ
ブ
選
手
権
優
勝
と
都
市
対

抗
野
球
出
場
で
す
ね
。昨
年
末

に
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
一
気
に
抜
け

て
し
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ

の
分
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
良
い
ん

で
す
。弱
い
か
ら
み
ん
な
で
何

と
か
し
よ
う
と
い
う
…
。今
年

の
Ｇ
Ｇ
は
『
一
丸
』
と
い
う
言

葉
が
一
番
似
合
う
チ
ー
ム
だ
と

思
い
ま
す
。

ー
最
後
に
一
言

昼
休
み
に
職
場
の
外
で
壁
打
ち

を
し
て
い
て
、
い
つ
も
そ
れ
を

見
て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
ん

で
す
。こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

き
っ
か
け
も
そ
の
人
の
電
話
だ

っ
た
と
思
う
ん
で
す
け
ど
。そ

の
方
（
沼
𥔎
幹
夫
さ
ん
）
に
「
あ

り
が
と
う
」と
言
い
た
い
で
す
。

と
り
あ
え
ず
食

べ
る
こ
と
。肉・

魚
類
な
ど
タ
ン

パ
ク
質
を
多
め

に
取
っ
て
、
ご

飯
類
や
脂
肪
を

informationくらしと情報

１
回
公
演
「
爆
笑
喜
劇
・
裏う
ら
店だ
な

も
の
が
た
り
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
３
月
31
日
（
土
）
／

昼
公
演
＝
午
後
１
時
30
分
開
演
、

夜
公
演
＝
午
後
５
時
開
演　
▽

場
所
：
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
５
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
土
浦

駅
西
口
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
）　

▽
入
場

料
：
無
料　
▽
定
員
：
各
公
演

共
５
０
０
人

●
は
つ
ら
つ
一
座
座
長
（
佐
藤

洋
子
）
☎
０
２
９
︲
８
４
７
︲

６
９
５
８

挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生（
一
般
・
技

術
）

▽
受
験
資
格
：
①
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
方
②
20
歳
以
上
22
歳

未
満
で
、
大
学
を
卒
業（
見
込
み

含
む
）
し
た
方
ま
た
は
外
国
に

お
け
る
学
校
を
卒
業
し
た
場
合

で
大
学
卒
業
に
相
当
す
る
と
認

め
ら
れ
る
方
③
修
士
学
位
を
受

け
た
28
歳
未
満
の
方　

▽
受

付
：
４
月
１
日（
日
）〜
５
月
11

日（
金
）　
▽
試
験
期
日
：
１
次

＝
５
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）

／
２
次
＝
６
月
19
日（
火
）〜
21

日（
木
）の
指
定
す
る
日

予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）

高
齢
者
は
つ
ら
つ

百
人
委
員
会
委
員
募
集

高
齢
者
自
ら
が
地
域
の
高
齢
者

を
対
象
に
健
康
づ
く
り
、
生
き

が
い
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
、

企
画
し
実
施
す
る
委
員
会
で
す
。

▽
応
募
資
格
：
県
内
に
住
ん
で

い
る
概
ね
60
歳
以
上
で
、
委
員

会
の
活
動
に
出
席
で
き
る
方　

▽
任
期
：
平
成
19
年
４
月
〜
21

年
３
月
末
日　
▽
応
募
方
法
：

は
が
き
に
住
所
・
氏
名（
フ
リ
ガ

ナ
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

と
「
応
募
の
動
機
、
活
動
の
抱

負
、
社
会
活
動
歴
な
ど（
２
０
０

字
程
度
）」
を
明
記
し
県
社
会
福

祉
協
議
会
茨
城
わ
く
わ
く
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
し
込
む　
▽
応
募

締
切
：
３
月
15
日（
木
）※
当
日

消
印
有
効

●
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
茨

城
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
（
〒
３

１
０
︲
８
５
８
６
水
戸
市
千
波
町

１
９
１
８
）
☎
０
２
９
︲
２
４

３
︲
８
９
８
９

百
人
委
員
会
活
動

「
は
つ
ら
つ
一
座
」公
演

高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会

県
南
地
域
委
員
会
で
は
「
は
つ

ら
つ
一
座
」
を
立
ち
上
げ
、
第

名称 相談内容 相談員 所在地・電話番号 方法・受付

教育相談 いじめ、不登校、友人関係など児
童生徒に関する教育相談全般 市教育相談員 市教育相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-0121（直通）
面接・電話：火・水・木
午前9時〜午後5時

スクールカウ
ンセリング

上記と同様な内容
※江戸崎中・新利根中以外の方も利用可
（市内小中学校に限る）。全て予約制のため
事前にお問い合わせください。

臨床心理に関し
専門的な知識・
経験を有したカ
ウンセラー

江戸崎中学校相談室
tel.029-892-3780（直通）

面接（予約）：火・木
午前9時〜正午

新利根中学校相談室
tel.0297-87-5033（直通）

面接（予約）：火
午前9時〜午後5時

家庭児童相談 養護、虐待、非行、育成、心身障害な
ど、乳幼児から児童に関する相談 市家庭相談員 市家庭児童相談室（新利根庁舎）

tel.0297-87-3247（内線3911）
面接・電話：月〜金
午前9時〜午後4時

▪ひとりで抱え込まないで!! いじめ・教育・児童福祉などの悩みにお応えします

▽子どもホットライン tel.029-221-8181（24時間受付　※午前零時〜9時は留守番電話）fax.029-302-2166　http://www.
edu.pref.ibaraki.jp/kodomo/top.htm　▽子どもの教育相談（面接・電話）茨城県教育研修センター内（笠間市平町1410）
tel.0296-78-2333（月・火・木・午前9時〜午後6時30分、水・金・午前9時〜午後4時30分）　▽生徒指導相談（面接・電話）県南教
育事務所内（土浦市真鍋5-17-26）tel.029-823-6770（火・木・金・午前9時〜午後6時30分、月・水・午前9時〜午後4時30分）　　
▽児童相談（面接・電話・訪問）茨城県土浦児童相談所（土浦市中高津2-10-50）tel.029-821-4595（月〜金・午前8時30分〜午後5
時15分）　▽人権相談（面接・電話）水戸地方法務局竜ケ崎支局（竜ヶ崎市2985）tel.0297-64-2607（月〜金・午前8時30分〜午
後5時）　▽茨城いのちの電話 tel.029-855-1000（毎日：24時間）・029-255-1000（毎日：午後1時〜8時）

▽
受
験
資
格
：
一
般
＝
18
歳
以

上
34
歳
未
満
／
技
能
＝
18
歳
以

上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

歳
〜
55
歳
未
満　
▽
受
付
：
4

月
９
日（
金
）ま
で　
▽
試
験
期

日
：
４
月
14
日
（
土
）
〜
16
日

（
月
）の
指
定
す
る
日

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

龍
ヶ
崎
地
域
事
務
所
☎
０
２
９

７
︲
６
４
︲
３
３
５
１
HPhttp:	

//w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

ibaraki/

航
空
科
学
博
物
館

エ
ア
バ
ス
Ａ
３
８
０
展

航
空
科
学
博
物
館
で
は
、
世
界

最
大
の
旅
客
機
エ
ア
バ
ス
Ａ

３
８
０
の
開
発
の
歴
史
と
機

体
の
特
徴
、
飛
行
を
計
画
し
て

い
る
航
空
会
社
な
ど
を
紹
介

す
る
企
画
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

日
本
で
製
造
し
て
い
る
２

階
部
分
の
床
下
ビ
ー
ム
や
タ

イ
ヤ
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

▽
開
催
期
間
：
３
月
31
日（
土
）

ま
で

●
航
空
科
学
博
物
館
（
千
葉
県

山
武
郡
芝
山
町
岩
山
１
１
１
︲

３
）
☎
０
４
７
９
︲
７
８
︲
０

５
５
７
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稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
陶芸教室（予約制）	 火・木曜＝午後1時〜
	 日曜＝午前9時〜
料理教室	 3月26日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室	 3月26日（月） 午後１時〜
太極拳教室	 3月14日（水） 午後1時30分〜
生花教室	 3月15日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会	 3月16日（金） 午後7時〜
カラオケ教室	 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室	 3月28日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会	 3月5日（月） 午前10時30分〜
茶道教室	 3月22日（木） 午前10時〜
囲碁教室	 月曜 午後１時〜
健康教室	 3月7日（水） 午後1時30分〜

▪休日診療当番医　診療時間：午前9時から午後4時まで
3月4日（日）	 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
	 小林医院（阿見）tel.029-889-1134
	 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
	 秋本脳神経外科（龍ケ崎）tel.0297-64-3311
3月11日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
	 村井医院（龍ケ崎）tel.0297-62-3380
	 菊地整形外科（龍ケ崎）tel.0297-64-6111
3月18日（日）	 古橋医院（西代）tel.0299-78-3770
	 おおさわ眼科医院（阿見）tel.029-843-7272
	 若松内科胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-64-0533
	 斎藤クリニック（龍ケ崎）tel.0297-64-3527
3月21日（水）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 かない皮フ科（阿見）tel.029-888-8188
	 野上小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-65-3375
	 みやおか外科整形外科クリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-3761
3月25日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 しのつか医院（阿見）tel.029-888-2450
	 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
	 飯野クリニック（龍ケ崎）tel.0297-60-2323
4月1日（日）	 和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 印南クリニック（阿見）tel.029-834-2222
	 うちだ医院（龍ケ崎）tel.0297-64-8821
	 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
4月8日（日）	 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
	 鴻巣クリニック（龍ケ崎）tel.0297-61-0151
	 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
※都合により変更になる場合がありますので、確認してから
お出かけください。

informationくらしと情報 informationくらしと情報

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日・祝日は行っていませんの
でご注意ください。
曜日	 診療時間	 医療機関名
月	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
火	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
水	 午後６時〜９時	 牛久愛和総合病院①
木	 午後６時〜９時	 龍ケ崎済生会病院③
金	 午後６時〜９時	 東京医科大学霞ケ浦病院②
日	 午前９時〜正午	 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃	 正午〜午後３時	 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

今月はありませ
ん。

犬猫引取 3月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場所：
江戸崎庁舎第2駐車場奥／日時：
3月1日（木）、15日（木）、29日
（木）、午後2時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

発生件数：18（18）
　負傷者：23（23）
　　死者：0（0）
※1月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：48,691人（-97）
　　男：24,121人（-55）
　　女：24,570人（-42）
世帯数：14,897戸（-37）
※2月1日現在。（ ）は前月比

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日		  相談種類	 会場
3月1日（木）	 　、　、　	 東庁舎
3月8日（木）	 　、　、　	 桜川庁舎
3月15日（木）	 　、　、	 	 ふれあいセンター
3月20日（火）	 　	 	 江戸崎庁舎
3月22日（木）	 　　　　	 桜川庁舎
3月22日（木）	 　、　、　	 江戸崎公民館
時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。3月12日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）
　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：3月1日（木）、15日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各
公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日時：3月１日（木）、15日（木）・午前10時〜正午／会場：江戸崎
体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）
▪子育てカレンダー
□子育て支援センター :新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
3月1日（木）	 りすちゃん広場（0〜1歳）	 	 定員15組
3月6日（火）	 サロンの日（相談日・読み聞かせ）	 定員なし
3月8日（木）	 お散歩に行こう（かぼちゃ公園）	 定員なし
3月13日（火）	 くまちゃん広場（2歳〜）	 	 定員15組
3月14日（水）	 うさちゃん広場（1〜2歳）	 	 定員15組
3月16日（金）	 くまちゃん広場（2歳〜）	 	 定員15組
3月22日（木）	 子育て終了式（0歳〜）	 	 定員45組
※8日は現地集合になります（雨天中止）。
※13日と16日は同じ内容です。どちらかを予約してください。
□子育て支援センター : 江戸崎保育園tel.090-3232-2680
3月6日（火）	 サロンの日（相談日・読み聞かせ）	 定員なし
3月8日（木）	 お散歩に行こう（かぼちゃ公園）	 定員なし
3月14日（水）	 子育て広場	 	 	 定員なし
3月22日（木）	 子育て終了式	 	 	 定員なし
※8日は現地集合になります（雨天中止）。
□ふれあい広場 : 江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
3月14日（水）	 楽器で遊ぼう・マラカス作り	 定員30組
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大
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行
さ
ん

全
国
理
容
大
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で
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位

昨
年
、
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
第
58
回
全

国
理
容
競
技
大
会
の
第
３
部
門

i

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン・エ
ッ
ク
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m
pressionX

で
、
大
山
英
行
さ
ん

（
佐
原
下
手
）
が
み
ご
と
３
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。大
山
さ
ん
は
「
先
生
や

周
り
の
人
の
協
力
が
あ
っ
て
全
国
大
会

へ
出
場
で
き
ま
し
た
。い
い
成
績
を
残

す
こ
と
が
恩
返
し
に
な
る
と
思
っ
て
が

ん
ば
り
ま
し
た
。」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

で・き・ご・と
1-2月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
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野
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動
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球
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行
わ
れ
ま
し
た
。

教
室
に
は
片
岡
安
祐
美
選
手
や
池
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勝

之
選
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な
ど
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Ｇ
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手
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数
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桜
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野
球
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ム
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ど
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80
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れ
ま
し
た
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れ
て
の
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ボ
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な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
桜
川
ド
リ
ー
ム
ス
の
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本
君

（
10
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）
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Ｇ
Ｇ
選
手
の
指
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は
解

り
や
す
く
て
面
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か
っ
た
。」
と
感
想

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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節
分
の
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ま
き
大
会

江
戸
崎
第
一
保
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所
で
２
月
２
日
、
節

分
の
豆
ま
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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の
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も
た
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い
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は
い

な
い
か
〜
？
」
と
自
分
た
ち
で
作
っ
た
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の
お
面
と
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棒
の
出
で
立
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で
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場
。
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ま
き
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の
子
ど
も
た
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「
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は
外
、

福
は
内
」
と
大
き
な
か
け
声
で
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を
追

い
払
い
、
福
を
呼
び
込
み
ま
し
た
。最

後
に
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
福
の
神
か

ら
福
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を
も
ら
い
、
う
れ
し
そ
う
な
表

情
を
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か
べ
て
い
ま
し
た
。
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、
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写真提供：大山さん



広報稲敷平成19年3月号　1617　広報稲敷平成19年3月号

のぐち和洋菓子
電話：029-892-7089（支店）、029-	
892-2909（本店）
住所：支店＝稲敷市江戸崎甲3079
番地（スーパータイヨー江戸崎店そば）
営業：午前10時～午後7時
定休：第1、3水曜日

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

プレゼント
のぐち和洋菓子から読者の方15名
に「和菓子詰め合わせ」をプレゼン
ト！ドシドシご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①
今月のお題「あなたは和菓子派？洋
菓子派？（あれば理由も）」②郵便番
号、③住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話
番号）を書いてご応募ください。▽
応募先：〒300-0595 ／広報稲敷
「うまいもんプレゼント③」係▽締
切：3月16日（金）消印有効。▽注意：
応募は一人一通／当選者には通知

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
20
回

どちらもおいしい和菓子と洋菓子。あなたはドッチ派？

プレゼント商品です。
※写真と異なる場合あり。

イチゴタルト美味し
かったですよ。

の
お
店
で
和
・
洋
ど
ち
ら
の
味

も
楽
し
め
る
お
店
で
す
。

お
勧
め
商
品
は
？

和
菓
子
は
、
み
そ
ま
ん
じ
ゅ
う
、

大
福
、
草
餅
な
ど
が
一
年
を
通

じ
て
の
人
気
商
品
。そ
し
て
３

月
は
や
は
り
、
さ
く
ら
餅
が
人

気
だ
そ
う
で
す
。餡
に
は
こ
だ

わ
っ
て
い
て
、
上
質
の
も
の
だ

け
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
洋
菓
子
は
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ

が
一
番
の
お
勧
め
で
す
。焼
き

方
に
こ
だ
わ
っ
た
し
っ
と
り
と

し
た
ス
ポ
ン
ジ
と
、
上
品
な
甘

さ
の
生
ク
リ
ー
ム
が
人
気
の
秘

密
で
す
。ま
た
定
番
の
イ
チ
ゴ

シ
ョ
ー
ト
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、

バ
ナ
ナ
パ
イ
も
お
勧
め
で
す
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

栗山美香さん

第11回　古
ふる
山
やま
陶
とう
房
ぼう
さん

プロフィール
本名＝古山和男。陶芸家。平
成2年に陶芸家の黒田隆氏
（笠間市）に師事。翌3年に県
芸術祭の美術部門で入選。そ
の後、国展の工芸部で平成5
年から5年連続で入賞。国画
会会友。自らの工房「闘

とう
炎
えん
窯
がま
」

で数々の作品を作成。57歳。
●闘炎窯／茨城県稲敷市下根
本2026番地／tel.090-2727-	
3607

今月は、陶芸家として総織部の作品
を中心に手がけ、高い評価を得てい
る古山陶房（上根本）さんです。

☆
■陶芸家になったきっかけは？
陶芸を始めたのは、笠間へ急須を買
いに行ったのがきっかけ。一風変わ
った形の急須を見かけ一目ぼれ。そ
れが陶芸界の第一人者、黒田隆さん
の作品だったんだ。黒田さんに陶芸
を勧められ、その日のうちにろくろ
まで買っちったんだよ。それから黒
田さんに教わって、陶芸の魅力に取
り付かれていったんだな。
■陶芸の魅力は？

陶芸は、土練り、ろくろ整形、文様彫
り、乾燥、素焼き、上薬、本焼きとい
った工程を経て出来上がる。本焼き
は1280度という高温で一昼夜かけ
て焼くんだ。窯から取り出すまで出
来上がりは分からないし、一窯全部
失敗ということもある。天候や気圧
でも全然違し、上薬の状態ひとつで
模様がきれいに出なかったりするん
だ。気に入らないと割って捨てるし
かないね。
　陶芸の面白いところは、自分の思
い描くカタチを作品として表現でき
ることだな。出来上がった作品は、
一つ一つ表情があるんだよ。俺のつ

くる上薬の織
おり
部
べ
釉
ゆう
は、葉っぱを太陽

に透かして見たような鮮やかで輝い
ている緑をイメージしてるんだ。な
かなか色が出ねえんだよ。まあ、難
しいからこそ面白いんだけどな。
■今後の目標を教えてください
焼物は文化の原点だと思うよ。縄文
の時代からあるもんだし。市の講座
で陶芸を教えて、この地域の文化を
育てて行きたいねえ。
　もう一つは、陶芸界で頂点となる
日本陶芸展を狙っているわけ。食器
なのか、前衛的なオブジェなのかま
だ決めてないけど、この展覧会にぜ
ひ出品したいなあ。

稲 敷 で 生 き る 人 々

「
和
菓
子
も
洋
菓
子
ど
っ
ち
も

好
き
で
す
。今
日
は
楽
し
み
で

す
ね
。」

お
店
紹
介

今
月
は
、「
の
ぐ
ち
和
洋
菓
子
」

（
根
宿
）
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

社
長
は
野
口
政
亮
さ
ん
。お
店

は
創
業
70
年
以
上
。戦
前
に
飴

屋
と
し
て
始
ま
っ
た
歴
史
あ
る

お
店
で
す
。現
在
は
政
亮
さ
ん

が
和
菓
子
を
、
息
子
の
賢
一
さ

ん
が
洋
菓
子
を
担
当
し
、
一
つ

カップケーキづくりに挑戦
してみました。
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	 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
	 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
	 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
	 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。
4月20日（金）	 こころの健康相談	 午後1時30分～ 3時30分	 江戸崎保健センター
4月26日（木）	 こころの健康相談	 午後1時30分～ 3時30分	 ふれあいセンター
4月26日（木）	 こころのリハビリ	 午前10時～ 11時30分	 ふれあいセンター

乳幼児予防接種
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。4月実施分は3月20日（火）から受け付け。
4月4日（水）	 三種混合	 午後1時30分～ 2時	 東保健センター
4月13日（金）	 ポリオ	 午後1時30分～ 2時	 桜川保健センター
4月19日（木）	 三種混合	 午後1時10分～ 40分	 江戸崎保健センター
4月23日（月）	 ポリオ	 午後1時10分～ 40分	 江戸崎保健センター

離乳食相談・住民健康相談
申込：予約制。ふれあいセンターへ申し込む。担当：保健師・栄養士
4月23日（月）	 午前10時〜11時	 ふれあいセンター

献血
申込：予約制。詳しくは4月号をご覧ください。血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
4月26日（木）	 成分献血	 午前10時～ 11時30分、午後1時～ 4時	 桜川庁舎

婦人科検診
申込：予約制。4月3日（火）～ 5日（木）にふれあいセンターへ申し込む。
5月7日（月）	 婦人科検診	 正午～	 江戸崎保健センター
5月8日（火）	 婦人科検診	 正午～	 江戸崎保健センター
5月9日（水）	 婦人科検診	 正午～	 江戸崎保健センター
5月10日（木）	 婦人科検診	 正午～	 江戸崎保健センター

検診予約
詳細は「平成19年度保健行事予定表」を参考にしてください。受付時間：午前8時30分～午後5時15分

接種年齢
生後3か月〜7歳6か月未満。この期
間で1期初回接種を3回と、1期追加
接種を1回受けてください。

接種回数と間隔

　　　三種混合予防接種について
　　　　　接種間隔を守りましょう

事故があった場合は？
任意接種は、定期接種と違い健康被害
が生じた場合、予防接種法にもとづく
健康被害救済制度を受けることはでき
ません。医薬品副作用被害救済基金の
適用になります。

●稲敷市健康増進課保健予防係（ふれ
あいセンター）tel.0297-87-6111 ／
fax.0297-87-6010

三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風）予
防接種は、接種年齢・接種間隔などに
決まりがあります。
　1期初回接種は、3〜8週間の間隔
で3回接種することが決められていま
す。8週間を過ぎてしまった場合は、
任意接種扱いとなり定期接種ではなく
なりますのでご注意ください。
　任意接種は有料となりますが、三種
混合については生後3か月〜7歳6か
月未満の間であれば市で料金を負担し
ます。

種類 回数 間隔

1期初回 3回 3〜8週の間隔で接種

1期追加 1回 1期初回接種終了後、12〜18か月で接種

別表1：接種回数と間隔
別表1のように
なります。回数
や間隔を守って
ください。

と診断された方は全体で72.1% と多
く、50代は64.4％、60代は79.1％、
70代は88.4％と、要医療となる割合
が年齢とともに高くなっています。

メタボリックの危険
メタボリックシンドロームとは、「り
んご型肥満」の人（腹囲＝男性85cm以
上、女性90cm以上）が、軽度でも高脂血
症、高血圧、糖尿病といった生活習慣
病を2つ以上持っている状態をいいま

　　　健診結果報告
　　　　　要医療は全体で72.1％にも

今年度市が行った健診結果についてお
知らせします。

全体の概要
表1の受診者数をみると、男性より女
性の方が多く、基本健康診査は6割以
上が女性でした。
　表2の精密検査該当者数とその割合
をみると、男女共に胃がんの精密検査
になる割合が高くなっていました。
　基本健康診査の結果では、「要医療」

たが、腹囲（おへその
高さ）を測り、該当す
るかどうか確認しま
しょう。

☆
今年度、健診を受け
られなかった方は、
19年度の健診を受
けてみましょう。

す。動脈硬化などにつながる恐ろし病
気です。
　メタボリックシンドロームについて
は、健診項目に腹囲測定がないために、
該当者数を出すことができませんでし

健診項目 男 女 合計

基本健康診査 1,981 3,539 5,520

結核 1,996 3,466 5,462

肺がん 1,818 3,159 4,977

胃がん 688 967 1,655

大腸がん 957 1,482 2,439

腹部超音波検査 540 854 1,394

前立腺がん 619 - 619

健診項目 男 女

結核 2（0.1%） 5（0.1%）

肺がん 43（2.4%） 53（1.7%）

胃がん 136（19.8%） 130（13.4%）

大腸がん 96（10.0%） 99（6.7%）

腹部超音波検査 48（8.9%） 67（7.8%）

前立腺がん 27（4.4%） -

表1：受診者数（人） 表2：精密検査該当者数とその割合（人）

平成19年1月22日現在
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スポーツ

市民スキー教室

市教育委員会主催のスキー教室が福島
県会津高原たかつえスキー場にて行わ
れました。1月26日、27日は江戸崎・
桜川地区、2月2日、3日は新利根・
東地区と2回に分けて行われました。
教室へは市内の小学生と保護者など
368人が参加。スキー場のインストラ
クターのアドバイスを受けながら、レ
ベルに合わせた有意義なスキー教室が
行われました。

江戸崎体育館
トレーニング室の利用

江戸崎体育館にはトレーニング室があ
り、ベンチプレス、ルームランナー、エ
アロバイクなどの機械が設置してあり
ます。運動不足を実感している方、ぜ
ひ、トレーニング室をご利用ください。
週に2〜3回の運動で身体が引き締ま
ります。

時、午後7時／土日祝日＝午前10時、
午後3時、午後6時
※平成19年4月より、講習時間が1日
1回、午後3時のみとなります。
▽初回講習は無料
●江戸崎体育館tel.029-892-8661
／稲敷市荒沼3-1

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 3月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
					     1	 2	 3
	 4	 5	 6	 7	 8	 9	 10
	 11	 12	 13	 14	 15	 16	 17
	 18	 19	 20	 21	 22	 23	 24
	 25	 26	 27	 28	 29	 30	 31

江戸崎図書室休室
毎週月曜日、3月21日、27日
新利根・桜川図書室休室
毎週月曜日、3月21日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

江戸崎図書室

新着図書
「鯖雲の城」佐伯泰英、「ちょっとまっ
た！青島だァ」青島幸男、「車いすのパ
ティシエ」ニッポン放送、「親父の一番
長い日」さだまさし、「脳が目覚める実
用大人の折り紙」川島隆太、「友香さん
のお菓子レシピ」中谷友香、「江原啓之
神紀行」江原啓之、「イングリッシュ・
ローズィズ」マドンナ、「ランプの精リ
トル・ジーニー」ミランダ・ジョーンズ、
「種山ヶ原の夜」宮沢賢治　ほか

たアンデルセンの誕生日です。毎年こ
の日を「国際子どもの本の日」として
お祝いしています。
　図書館でもアンデルセンの絵本や楽
しいお話を展示します。

3月の展示
「頑張れ！ひとり暮らし」
入学、入社、転勤……。4月から一人暮
らしをはじめる人の為のお役立ち本を
集めました。
　簡単料理レシピ、家事のコツなどサ
ポートします。どうぞお役立てくださ
い。

新着図書
「ドアD」山田悠介、「ツギハギ姫と波
乗り王子」櫻井亜美、「むかつく二人」
三谷幸喜・清水ミチコ、「綺麗になる古
典美人道」大塚ひかり、「一所懸命」岩
井三四二、「水底の光」小池真理子、「海
坂藩代全　上下」藤沢周平、「私のスフ
レ」林真理子

市立図書館

子ども映画会
▽題名「バットマン〜マスクの怪人」
▽日時：3月10日（土）、11日（日）午
後2時〜（上映時間77分）　▽申込：当
日、図書館カウンターへ申し込む　▽
定員70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。
▽日時：3月25日（日）午前10時30
分〜

絵本週間
3月27日〜4月9日は、絵本週間で
す。
　絵本は子どもも大人も誰もが楽しめ
るものです、親子で絵本を楽しんでく
ださい。
　また､4月2日は｢ みにくいあひる
の子｣やたくさんの有名な童話をかい

新着図書（図書館）
「私の庭」花村萬
月、「世間の辻」澤
田ふじ子、「氷結
の森」熊谷達也
※写真左から

1a

利用について
▽休室日：月曜日（月曜が祝日の場合は
開室し、翌火曜が休室。）

▽時間：午前9時〜午後10時
▽対象：高校生以上
▽料金：1回200円
初回講習
トレーニング室を
はじめてご利用す
る方は、「初回講
習」を受けてくだ
さい。この講習で
は、マシーンの使
い方やトレーニン
グ室での注意点な
どについて説明し
ます。
　この講習を完了
すると「個人利用
カード」を発行し
ます。
▽時間：平日＝午
前10時、午後3

1b
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昼
寝
に
添
え
寝
し
て
時
に
わ
が
腹
蹴
ら
る
る
う
れ
し	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

国
際
線
の
空
路
真
下
に
住
み
な
が
ら
海
外
見
ず
に
八
十
路
と
な
り
ぬ	

板
橋
道
子（
福
田
）

畦
道
を
小
鹿
の
ご
と
く
し
な
や
か
に
駆
け
く
る
曽ま

ご孫
ら
寒
さ
お
そ
れ
ず	

柴
崎
文
子（
町
田
）

抱
き
や
れ
ば
眠
れ
る
ま
ま
の
片
笑
み
よ
亡
夫
に
見
せ
む
と
仏
壇
に
寄
る	

山
口
朋
子（
結
佐
）

病
院
の
最
終
バ
ス
に
飛
び
乗
り
て
夫
の
着
替
え
し
シ
ャ
ツ
の
温
も
り	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

柿
の
木
に
ふ
く
ら
雀
の
群
れ
が
で
き
み
ん
な
揃
っ
て
黒
い
實
と
な
る	

山
根
三
千
人（
西
代
）

年
明
け
て
静
か
に
暮
れ
る
寒
空
に
語
り
か
け
た
き
櫛
形
の
月	

渡
辺
あ
い（
荒
宿
）

桜
川
分
庁
舎
（
旧
桜
川
村
役
場
）

か
ら
聖
苑
香
澄
へ
通
じ
る
道
を

少
し
進
む
と
、
甘あ
ま

田だ

入い
り

干か
ん

拓た
く

百

二
十
町
歩
が
一
望
で
き
ま
す
。

そ
こ
に
土
地
改
良
区
の
事
務
所

が
あ
り
、
敷
地
内
に
干
拓
の
父

と
呼
ば
れ
る
竿さ
お

代し
ろ

文ぶ
ん

蔵ぞ
う

（
明
治

二
年
〜
昭
和
四
年
）
の
報ほ
う

徳と
く

碑ひ

が

建
っ
て
い
ま
す
。こ
の
碑
は
昭

和
三
十
年
、
甘
田
入
干
拓
耕
作

者
を
中
心
と
す
る
人
々
の
寄
付

金
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。大
正

の
米
騒
動
の
後
、
農
地
も
少
な

く
た
び
重
な
る
洪
水
に
悩
ん
で

い
た
農
家
の
た
め
に
、
文
蔵
は

田
を
造
成
し
よ
う
と
考
え
、
農

林
省
第
一
号
の
許
可
を
受
け
て
、

大
正
十
年
、
自
費
に
よ
る
霞
ヶ

浦
の
干
拓
事
業
を
始
め
ま
す
。

未
経
験
者
の
事
業
は
、
失
敗
や

一
部
の
人
た
ち
の
反
対
に
よ
り
、

工
事
期
間
が
大
巾
に
延
び
、
借

入
金
や
そ
の
利
子
も
か
さ
み
ま

し
た
。結
局
、
工
事
は
請
負
師
、

治
八
年
〜
昭
和
三
十
六
年
）
の
頌
し
ょ
う

徳と
く

碑ひ

が
建
っ
て
い
ま
す
。こ
の

碑
も
昭
和
三
十
年
、
当
時
の
稲

敷
郡
内
の
農
家
や
有
志
の
方
々

の
寄
付
金
で
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

勘
之
助
は
文
蔵
と
は
異
な
っ
た

方
法
で
農
民
の
た
め
に
尽
く
し

た
の
で
す
。碑
の
建
立
が
き
っ

ち
で
、
一
生
の
大
部
分
を
須
賀

津
に
住
み
、
生
涯
を
須
賀
津
で

閉
じ
て
い
ま
す
。全
国
で
も
数

少
な
い
竿
代
姓
で
、
農
村
の
明

治
一ひ
と

桁け
た

生
ま
れ
と
し
て
は
珍
し

く
、
東
京
生
活
を
経
験
し
て
い

ま
す
。文
蔵
は
十
六
歳
で
慶
応

義
塾
へ
入
学
し
、
そ
の
年
の
う

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
13
回

　
竿
代
文
蔵
・
勘
之
助
そ
の
一

　
　
　
　
報
徳
碑
と
頌
徳
碑

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
飯
嶋
伊
津
子

ち
に
草
創
期
の
講
道
館
に
入
門

し
ま
す
。嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

直
々
の

指
導
の
下
で
柔
道
修
行
を
し
ま

す
。そ
の
上
達
ぶ
り
は
め
ざ
ま

し
く
、
四
年
余
り
で
四
段
に
昇

段
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
勘
之
助
は
十
五
歳
で

上
京
し
、
城
北
中
学
に
入
学
し

ま
し
た
。同
時
に
講
道
館
へ
も

通
い
ま
す
。

　

文
武
両
道
に
優
れ
る
文
蔵
は
、

慶
応
義
塾
卒
業
後
、
静
岡
県
の

韮に
ら

山や
ま

中
学
校
に
英
語
教
師
と
し

て
赴
任
し
ま
す
。そ
の
後
、
嘉

納
治
五
郎
の
推
薦
で
学
習
院
の

教
員
と
な
り
、
並
行
し
て
講
道

館
で
も
後
進
の
指
導
に
あ
た
り

ま
す
。こ
の
頃
が
文
蔵
の
一
生

で
一
番
希
望
に
満
ち
輝
い
て
い

た
時
代
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

や
が
て
文
蔵
は
六
年
間
の
、

勘
之
助
は
四
年
間
の
東
京
生
活

に
終
止
符
を
打
っ
て
、
帰
郷
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
つ
づ

く
）

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

竿代文蔵

植
竹
庄
兵
衛
に
委
託
し
、
昭

和
七
年
の
完
成
を
前
に
文
蔵

は
六
十
歳
で
非
業
の
死
を
遂

げ
ま
し
た
。そ
ん
な
文
蔵
に

感
謝
と
慰
霊
の
気
持
を
表
し

た
こ
の
碑
の
姿
は
、
甘
田
入

干
拓
を
ジ
ッ
と
眺
め
る
文
蔵

自
身
の
姿
と
な
っ
て
見
る
も

の
の
心
を
打
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
阿あ

波ば

の
大
杉
神
社

の
境
内
に
は
竿
代
勘か
ん

之の

助す
け（

明	

竿代勘之助

文蔵報徳碑除幕式勘之助頌徳碑除幕式

か
け
と
な
っ
て
、
県
の
功
績

賞
や
藍ら
ん

綬じ
ゅ

褒ほ
う

章し
ょ
うも
受
賞
し
て

い
ま
す
。

「
生
き
て
自
分
の
碑
を
見
ら

れ
る
だ
け
で
充
分
な
の
に
、

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。」

と
、
沢た
く

庵あ
ん

先
生
と
も
呼
ば
れ

た
勘
之
助
は
、
尽
力
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝

し
ま
し
た
。

　

二
つ
の
碑
の
前
に
立
つ
と

共
通
点
が
多
い
こ
と
に
気
付

き
ま
す
。ど
ち
ら
も
農
家
を

中
心
と
す
る
人
々
の
寄
付
金

に
よ
っ
て
、
し
か
も
同
じ
年

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
碑
に
刻
ま
れ
た
「
報
徳
」

「
竿
代
勘
之
助
翁
頌
徳
碑
」

の
文
字
は
、
当
時
の
茨
城
県

知
事
、
友
末
洋
治
の
筆
に
よ

る
も
の
で
す
。二
人
は
共
に

須す

賀か

津つ

生
ま
れ
の
須
賀
津
育



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。
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の天然記念物となり、現在でも市唯一
の天然記念物として保元の昔を今に伝
えています。
※駐車場はありません。戸前集落センター

から徒歩5分。

浮島地区にある西浜観音堂、その境内
にそびえ立っている巨木が「西浜観音
堂の大杉」です。幹周りは約420㎝で、
樹高は20mにも達します。
　この巨木の由来は、平安時代末期の
保
ほうげん
元の乱までさかのぼります。この乱

は、保元元年（1156年）に崇
す
徳
とく
上
じょうこう
皇と

後
ご
白
しらかわ
河天皇が対立し、上皇側に天皇側

が奇襲を仕掛けた事件です。これに敗
れた崇徳上皇方の公家藤

ふじわらののりなが
原教長が浮島

に配流となり、7年余りをこの西浜観

音堂のある場所で過ごし、その時に教
長自身がこの杉を植えたとの伝承が残
されています。また、このお堂には教
長と同時代、12世紀末頃の観音様が
伝えられ、往時には地域の信仰を集め
ていました。
　集落から少し離れた山ぎわにひっそ
りと佇

たたず
む巨木の姿、それはあたかも長

い年月を耐え忍びながら都に帰る事を
願う教長の気持ちと重なるようです。
　昭和46年には、当時の桜川村指定

ぶら〜り・稲敷　no.21　西浜観音堂の大杉

至 土浦至 土浦 至 潮来・香取至 潮来・香取
広域農道カントリーライン広域農道カントリーライン

西浜観音堂西浜観音堂

戸前集落センター戸前集落センター

浮島郵便局浮島郵便局

至 聖苑香澄至 聖苑香澄

編集後記　▽遅れ気味だった今号の編集作業。締切間ぎわ、友人の結婚パーティのため、「G4出」
に後を託して銀座に出かけました。ありがとう「G4出」。おかげで銀座の夜を満喫！！（坂本）▽1
月号うまいもんのアンケート結果は、そば派52％、うどん派40％、その他8％（両方好きなど）で
した。県広報コンクールの写真部門で、8月号表紙の写真が準特選（2位）に選ばれました。これも
皆さんの叱咤激励のおかげです。（G4出）


